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1. エッジワース展開と正規化変換
X1, · · · ,Xn を母集団分布 F からの無作為標本とする．このとき母数 λ, θ に関連する２

つの統計量 Tn = Tn(X1, · · · ,Xn), Sn = Sn(X1, · · · ,Xn) に対して，比の統計量 Tn/Sn の
漸近分布について考察した．標本相関係数，高次の基準化キュムラント，ピアソンの変動
係数などが比の統計量である．この統計量について特定の分布を仮定することなく，分布
の近似の改良を議論した．
元の統計量 Tn, Sn に対する適当なモーメント条件の下で
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の漸近表現を求めることができる．また漸近分散 ξ2 = E[η2
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を満たすとする．ここで b(x) = η2
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チューデント化統計量の n−1/2 の項までのエッジワース展開を求めることができる．
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ここで
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である．
さらに正規化変換を求めることもできる．
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とおく．これらの推定量 p̂, q̂ を使って
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が正規化変換となる．すなわち
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が成り立つ．この変換を利用するためにはいくつかの母数の推定が必要になる．
2. ジャックナイフ型推定量
正規化変換に現れる母数 ξ2, p, q は元の統計量 Tn, Sn により推定できる．たとえば次の

ような母数が ξ2, p, q に含まれる．
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これらのジャックナイフ推定量は，ジャックナイフ擬似量を
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で与えられる．これらの推定量の一致性はモーメントに対する条件を仮定すると示すこと
ができる．
比の統計量 Tn/Sn に基づくジャックナイフ推定も可能である．ジャックナイフ擬似量を
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とおく．未知母数 δ, ξ2, e1 = E[η3
1(X1)], e2 = E[η1(X1)η1(X2)η2(X1,X2)] のそれぞれ

の推定量は
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ê1 =
(n − 1)3

n

n∑
i=1

û3
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で与えられる．これらの推定量を使う方が正規化変換はシンプルなものになるが，一致性
を示すには，m̂i より強い条件が必要になる．
参考文献
「統計的推測の漸近理論」前園宜彦，九州大学出版会，2001年


